
【迫り来る滞在期限】
過渡期に直面する林業の外国人技能実習生の現実

25.01.30

サタデーステーションで、林業現場の人手不足と

技能実習生の役割を高知県の事例で報じた。

森林率84％の高知では担い手確保が課題。

県内企業ではベトナム人実習生の受入れが進み、

制度転換期に直面する滞在期限の問題も指摘。

現場の声と課題を通じ、外国人材の重要性を示した。

地域の森林整備の維持にも人材が欠かせない、

という背景を社会面から伝えている。

https://news.tv-asahi.co.jp/news_society/articles/000401444.html



高知県：外国人材雇用相談窓口『ふぉれこ（ Foreco）』開設
25.04.01

県は、外国人材の雇用手続や在留資格の相談に応じる

窓口『ふぉれこ』を4月1日に開設した。

行政書士が制度説明や監理団体の紹介を担い、

初めて雇用する事業者の不安解消を図る。

県内の外国人労働者は5,293人、事業所数1,216と過去最

高。

人手不足を背景に、雇用・定着支援の需要が拡大。

電話とメールで相談を受け付け、

県サイトで概要と連絡先を周知している。

https://www.pref.kochi.lg.jp/doc/2025022800375/



高知県国際交流協会：
多言語フリートーク『おしゃべりセッション』

25.04.25

協会ラウンジで、英・中・韓・西・越・印の6言語を中心に

参加者同士が交流するフリートークを実施。

7〜12月に月2回程度の開催を予定し、

国際交流員や県受入れ研修員も参加する。

申込不要・参加費無料で、定員10〜15名程度。

文化紹介や多言語コミュニケーションを促進し、

地域の多文化共生を後押しする企画。

日程はHPやSNSで順次告知される。

https://kochi-kia.or.jp/news/%E3%81%8A%E3%81%97%E3%82%83%E3%81%B9
%E3%82%8A%E3%82%BB%E3%83%83%E3%82%B7%E3%83%A7%E3%83%B3202
5%E9%96%8B%E5%82%AC%EF%BC%81/



高知銀行×県中小企業団体中央会：
外国人材支援で連携協定 25.05.07

高知銀行は、県中小企業団体中央会と連携協定を締結。

県内企業の外国人材の受入れ促進と定着支援が目的。

情報発信の強化、セミナー・勉強会の共同開催、

海外視察ツアーの実施などを掲げる。

人口減少下で企業の人材確保を後押しする枠組み。

締結式は5月20日、高知銀行本店で実施予定。

地域金融と支援機関の協働による実効性を狙う。

県内企業の活用事例創出にもつなげるとした。

https://www.kochi-bank.co.jp/news/013065.html



ココフォーレ：外国人向け情報誌
『ニュースNo.8』を発行 25.06.24

県の外国人生活相談センターが情報誌No.8を発行。

テーマは『仕事さがしについて』で、

外国人住民や支援者に役立つ情報を多言語で提供。

年2回発行を予定し、PDFで無償公開。

バックナンバーもサイトから入手できる。

生活・就労情報の周知強化を図る取り組みで、

定着支援と情報アクセスの改善に寄与。

相談窓口の案内とも連動している。

https://kccfr.jp/kocoforrenews8-20250624/



レオパレス 21：高知県と
『外国人材受入促進』の協定を締結

25.06.27

レオパレス21は、6月27日に高知県と協定を締結。

協定名は『技能実習・特定技能の外国人材の受入促進』。

定着支援や共同キャンペーンなど広報協力を実施。

県の受入施策を民間の住宅ネットワークで補完。

『外国人材から選ばれる高知県』の実現を目指す。

県の行事予定でも協定締結式を告知。

官民連携で住まい・生活面の支援を強化し、

受入環境の底上げにつなげる取り組みだ。

https://www.leopalace21.co.jp/news/2025/0627.html


